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１．本研究の目的

　本研究は、岩手の教育課題に即して、岩手県盛
岡市近郊（紫波町東部地区）を想定した小中一貫
校のモデルカリキュラムを、総合的な学習の時間
と道徳の二つのテーマについて提案することを目
的としている。
　モデルカリキュラムの想定対象は、令和４年度
より小中一貫校が開校となる紫波町東部地区で
ある。紫波町の中央地区は、JR東北本線が通り、

停車駅も抱える中で中心部は開発が進み、交流人
口の拡大や地域経済の活性化に成果を挙げ、地方
創生のモデルとなりうる地域である。一方で、西
部地区・東部地区は、岩手県全体はもちろん、わ
が国で一般に見られるように、出生率の低下およ
び年少人口（0-14歳）の減少傾向が続いており、
少子高齢化が進んでいる。
　このような状況の中で義務教育に関して、紫波
町においても学校再編が本格的に進められた。紫
波町全体では、平成 27（2015） 年度に「少子化の

要　約

　本研究は、2021年度の教育学研究科教職実践専攻（教職大学院）の 1 年次講義科目である「学習指導要
領とカリキュラム開発」（後期必修）において検討作成した小中一貫教育カリキュラムについて、「総合的
な学習の時間」と「道徳」についてのグランドデザインを提案報告するものである。今年度は、紫波町東
部地区における小中一貫教育校の令和4年度開校を念頭に、同地区を想定対象とした実践活用可能な小中
一貫のカリキュラム開発を行う。特に、現在の紫波町東部地区の子どもたちの学習・生活上の実態、地域
の実態等を踏まえ、地域の将来を支える主体的な人間形成をめざし、探究の質を高める「総合的な学習の
時間」のモデル、および、現代社会の多様性の中で、考え・議論する道徳の実現を保障しうる「道徳」の
モデルを提案するものである。
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時代における町立学校の教育の在り方」を主題に
紫波町学校教育審議会が設置され、その検討結果
は、答申「少子化の時代における町立学校の教育
の在り方について」（第一次答申：平成28年9月、
第二次答申：平成29年8月）として町教育委員会
に提出され、その後、各地域における意見交換会、
パブリックコメントの集約などを踏まえ、平成 

31（2019） 年３月に「紫波町立学校再編基本計画」
が策定され町議会で議決、その後、各地域の状況
を踏まえた具体的な小中一貫教育の方向性が整理
され、令和3（2021）年2月に「紫波町小中一貫教
育基本方針」が出されている。令和3年4月には紫
波町西部地区に施設隣接型の小中一貫教育校が開
校され、令和4年4月には紫波町東部地区に小学校
5校が1校に統合され、既設の中学校1校とともに
施設一体型小中一貫校（紫波東学園）が開校する。
　本研究は、この紫波東部地区の小中一貫校を具
体的なモデルケースと想定し、地域や子どもの実
態を踏まえた実践的に活用可能な全体計画、年間
指導計画等のカリキュラムのグランドデザイン
を、総合的な学習の時間と道徳の二つの教育課程
について策定提案する。
　なお、本研究では、以下の観点を踏まえたカリ
キュラムづくりに努めた。まず、平成29（2017）
年改訂の学習指導要領の趣旨を踏まえつつ、子ど
もに育みたい「資質・能力」（教育目標）を具体
的に想定すること、校種間の接続を踏まえること、
具体的な地域や子どもの実態を踏まえたカリキュ
ラム案であること、各教科横断的な視点を考慮す
ること、とした。
　特に、今回改訂された学習指導要領の以下の特
徴、すなわち、育成をめざす「資質・能力」の明確
化（目標論）、教科等間・学校段階間のつながりを
踏まえた教育課程編成（内容論）、「主体的・対話
的で深い学び」の実現による学習・指導の改善充
実（方法論）、子どもの発達を踏まえた指導（発達論）、
目標に対応した学習評価の充実（評価論）、学習指
導要領の理念を実現するために必要な方策（制度
論）、全体としてのカリキュラム・マネジメントの
視点なども踏まえたカリキュラムの開発に努めた。

　もちろん、学校教師の指導力向上や職能形成も
求められるが、一方で、学習当事者であり、学習
権の主体は子どもたちでもある。そのため、子ど
もにとって意味あるカリキュラムの開発である
か、またひいては子どもたちの保護者、子どもた
ちが日常的に過ごす地域にとって意味あるカリ
キュラム開発であるかを念頭に、子どもたちの将
来の成長発達と、地域社会の創造的発展につなが
る学校カリキュラムであることを目指した。
　そのことは「社会に開かれた教育課程」の実現
にもつながるであろう。
　具体的には、まず、総合的な学習の時間につい
ては、どのような目標設定がふさわしいか、資質・
能力の内容とその発展の系統性を検討すること、
設定課題の地域性や現代性を踏まえること、活動
方法における探究活動の多様さと「整理・分析」、
「まとめ・表現」のあり方を工夫することを意識
した。次いで、道徳においては、いじめ問題や社
会のグローバル化に伴う多様な文化・価値観の広
がりに応じて、すでに取り組まれてきた道徳の特
別教科化（小学校・平成30年4月より、中学校・
平成31年4月より）による、道徳的な価値を自分
事として捉え、多面的・多角的に深く考えたり、
議論したりする道徳教育の充実といった動きも念
頭に、日常生活においても活きて働く道徳教育の
グランドデザイン作成に努めることとした。
本研究は、現行の学習指導要領の枠組みを参考に
しつつ、国内外の教育をめぐる動向（国際調査や
OECDのプロジェクトなど）も取り入れながら柔
軟で創造的な思考を発揮した、独創的なカリキュ
ラム開発を意識してきた。以下に、具体的なカリ
キュラムを提案する。（文責：田代高章） 

２．方法

　本研究は、学習指導要領を踏まえつつ、地域や
児童生徒の実態に即したカリキュラムを構想する
ため、岩手県教育委員会や紫波町教育委員会の協
力をいただきながら取り組みを進めた。
　前期講義「特色あるカリキュラムづくりの理論
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と実際」では、カリキュラムづくりの考え方を学
び、岩手の教育課題に即した5つのテーマのグラ
ンドデザインを開発。①６月14日に、5つのテー
マについて、岩手県教育委員会から来学した６名
の指導主事から岩手県の現状、動向について説明
をいただき、グランドデザイン案について助言を
いただく。②７月26日には、指導主事からの助言
を踏まえたグランドデザイン構想の全体最終発表
会を実施し、岩手県教育委員会の後澤主任指導主
事と片方主任指導主事から講評をいただく。それ
をもとにグランドデザインの修正を行い最終版と
した。
　後期講義「学習指導要領とカリキュラム開発」
では、小中一貫校の開設を進めている紫波町の公
立小中学校を参考例にカリキュラムを提案。③10
月19日に、紫波町教育委員会を訪問し、紫波町の
概要、小中一貫教育方針、紫波東学園教育ビジョ
ン及び児童生徒の現状と課題について、教育委員
会事務局担当者から説明をいただく。④11月２日
に同講義枠で、紫波第二中学校を訪問し、新築さ
れた校舎見学、授業観察、情報収集・質疑応答を
実施。（③及び④の後に、院生からの質問事項を
まとめて紫波町教育委員会に再質問し、メールに
て回答をいただく。）⑤１月18日の中間報告会に
侘美教育長をはじめ紫波町教育委員会から５名の
職員に参加いただき、４つのテーマに即したカリ
キュラム･グランドデザインを説明。侘美教育長
及び水野指導主事から助言をいただく。⑥２月１
日の最終報告会にて、再度、紫波町教育委員会か
ら来学いただき、侘美教育長から４つのグランド
デザイン構想に関する講評をいただいた。上記の
ような経緯を踏まえ、本論文で提案する小中一貫
グランドデザイン原案を策定した。

（文責：坂本有希）

３．小中一貫モデルカリキュラムの提案

（１）「総合的な学習の時間」について

１）研究背景 

　平成29（2017）年に改訂告示された学習指導要

領では、総合的な学習の時間の目標および内容の
取扱いにおいて「探究的な見方・考え方」を働か
せることと、あらためて「探究的な学習」の過程
の充実が強調されている。この「探究的な学習」
を実現するため、学習指導要領解説において「①
課題の設定」「②情報の収集」「③整理・分析」「④
まとめ・表現」の探究のプロセスの中でも、特に
「③整理・分析」「④まとめ・表現」に対する取
り組みが不十分であると指摘されている１）。また、
総合的な学習の時間の目的では、探究的な学習に
取り組むとともに、「互いのよさを生かしながら、
積極的に社会に参画しようとする態度を養う」こ
とが示されている（文部科学省，2017）２）。つま
り、社会に参画する主体として、社会と自己とを
省察し探究すること、異なる他者と共生し協働し
ながら社会課題を解決する資質・能力の育成が問
われている。 

　今日、地域社会の多民族・多文化化の進展に伴
い、他者や異なる文化と出会い、対話を通して共
生することが求められている。しかしながら、地
方では他者との関わりが密接である一方で、コ
ミュニティの固定化、想定する社会の範囲の限定
化が課題となっている。想定する他者の多様性や
地球規模の社会問題等のマクロな視点と、地域社
会の構成員として自己を捉え、活動するミクロな
視点の双方を育成する必要がある。また、OECD

が2015年より進めている「Education 2030プロジェ
クト」では、「変革を起こす力のあるコンピテン
シー」として「新たな価値を創造する力」「対立
やジレンマを克服する力」「責任ある行動をとる
力」の3つのカテゴリーを掲げている３）。この３
つのカテゴリーをも踏まえ、カリキュラム開発を
行った。 

２）児童生徒の実態

　紫波第二中学校区の児童生徒は、自己肯定感等
の非認知能力が高く、素直で純真で仲の良い友達
とはよい関係を維持できる良さはある反面、外部
の人と関わるスキルが低く、精神的な弱さが弱み
と考えられる２）。第二中学校区では学校の活動に
協力的な家庭が多く、地域全体で児童生徒を育て
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るという意識の高さの表れであると考える。しか
し、過疎化、高齢化が進み、学校統廃合による地
域コミュニティの喪失が地域・保護者の不安と
なっている。 

３）カリキュラム開発の視点

　本研究では、児童生徒の実態や地域の強みと弱
み、保護者の願いを基に、社会に参画する主体と
して探究・創造する「創心」、人と人とのつなが
りを大切にし、多様性を認め協働する「共創」、
自然や産業、伝統芸能などの郷土を愛し、グロー
バルな視点も取り入れ想像する「郷想」の3つを
柱にカリキュラムを開発した。そして、総合的な
学習の時間の目標として「探究的な見方・考え方
を働かせ、ひと・もの・こととのかかわりの中で、

よりよく課題を解決するとともに、自らの生き方
を創造するための資質・能力を育成する」を掲げ
ることとした。また、探究のプロセスにおいて
は、特に「整理・分析」「まとめ・表現」に対す
る手立てを取り入れた。その際、学習指導要領解
説に探究のプロセスは固定的に捉える必要はない
こと、物事の本質を探って見極めようとするとき
には活動の順序が入れ替わったり、ある活動が重
点的に行われたりすることは、起こりうることで
あると明記されていることから、柔軟にこのプロ
セスを扱っていく。課題設定をはじめに行ったと
しても、情報収集、整理・分析をしていく過程で
当初に設定した課題を再度見直すことも有益な探
究プロセスと捉える。また、「まとめ・表現」に
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ついては、姉妹都市との連携を視野に入れ、発達
段階に沿って「校内」「町」「県外・国外」と範囲
を広げ、発表すること、課題設定の内容に沿って
発表の仕方を選択できるようにした。
　全体計画においては、「レインボープロジェク
ト」と称し、学びの連続性を図った上で、自分の
地域と県外・国外との比較も踏まえた学習の設定
を行った。最終的には、議員等への提案や町議会
の傍聴を行う活動を通して、社会に参画する主
体・市民として行動することをゴールとした。ま
た、「課題設定」をより一層自律的に子どもが主
として設定できるよう「フリー探究プロジェクト」
を導入する。
４）モデルカリキュラムの提案とその特質 

　全体計画（表1）の特徴は、以下の三点である。 

第一に、小学校３年生から中学校３年生までの系
統性・連続性、どのような観点から指導を行って
いけばよいのか等、全体計画表１枚で見て取れる
点である。施設一体型小中一貫校による小中一貫
教育の推進を図るために、小学校から中学校の学
びの系統性・連続性を全体計画表に明記しておく
ことで、それぞれの教員が全体の学びの繋がりを
意識した指導を行うことができる。また、全体計
画表では小学校3年生から中学校3年生までの7年
間が明示されているが、これを基に、小学校１～
２年生の生活科でも関連性を持たせた指導が行い
やすくなり、小学校入学から中学校卒業までの９
年間を見据えた指導体制が展開できる。 

　第二に、発達段階に応じた、探究課題の解決を
通して育成を目指すべき具体的な資質・能力の重
点を明示したことである。各学年において、どの
資質・能力も育成すべきものではあるが、発達段
階や指導の系統性を考えたとき、軽重をつけて指
導し育成していく必要があると考える。具体的に
は、小学校３・４年生では、調査活動や情報収集
の技能及び課題設定ができるようにすること、小
学校５・６年生では、様々な情報を整理・分析し
相手を意識してわかりやすくまとめ・表現できる
ようにすること、中学校では、探究活動への主体
性・協働性や自己及び他者理解、将来展望・社会

参画といった「学びに向かう力、人間性等」を高
めることである。 

　第三に、総合的な学習の大きな捉えとしての各
教科との関わりを明示したことである。総合的な
学習の時間で行われる学習活動は、児童生徒の興
味や学習に向かう姿勢に良い作用を働かせること
ができる一方で、何を指導し評価するのかが明確
でないと、学習内容が児童生徒の資質・能力の獲
得に繋がらないこともある。そのため、各教科と
の関わりを明示することによって、教科との繋が
りを意識した指導を行い、教科等横断的視点を踏
まえたより学習効果の高い学習活動ができると考
える。よって、この表を活用しながら学習を進め
ることで、児童生徒の資質・能力の向上に効果的
だと考える。 

　次に、総合的な学習の時間の年間指導計画（表
2）については、以下の3点に留意し作成した。 

　第一に、どの学年が、どの時期にどのような単
元を行うのかをひと目で分かるようにした。これ
は、それぞれの学年が同じ時期にどのような活動
を行うのか、学年間のつながりはどうなっている
のか、そして、発達段階による系統性や広がりを
意識しながら活動できるようにする意図がある。 

　第二に、単元の重点活動、それを通して育成を
目指す資質・能力、各教科等との関連を明記し
た。実際の指導にあたって具体的にどのような活
動でどんな資質・能力の育成を目指すのか、関連
する教科等での指導の見通しを持つことが容易に
なる。 

　第三に、作成の際に各学年にレインボープロ
ジェクトに対応したグラデーションカラーをつけ
た。学年の内容が単年で終結するのではなくので
はなく、学習した内容がつながっているという学
びの連続性を教員が意識しながら指導することが
できると考える。 

５）課題について

　総合的な学習の時間のカリキュラムの実施を通
して、目標を達成し、目指す子ども像の実現のた
めには以下の二点が課題として挙げられる。
　一つ目は、地域との連携である。地域に根ざし
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た教育活動を行っていくためには、地域人材、企
業、各種ボランティア等の協力が不可欠である。
そのため地域人材バンクの作成を試みている。こ
れは、さらに今後設置されるコミュニティ・スクー
ルや地域連携教員、CSコーディネーターを中心と
した協働的な活動の中で、さらに改善が求められ
る。紫波東地区の豊富な人的資源を発掘し、地域

に開かれた学校づくりを進めることを期待する。 

　２つ目は、情報発信の方法である。探究のプロ
セス「③整理・分析」「④まとめ・表現」に関わり、
姉妹都市や県や国、世界への発信をすすめるため
には、インターネット等を利用したオンラインで
の通信が有効である。近年GIGAスクール構想に
よりインターネット環境は飛躍的に向上した。こ

【
地
域
の
強
み
】

学
校
の
活
動
に
協
力
的
な
家
庭
が
多
い
。

教
育
振
興
運
動
に
盛
ん
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
児
童
生
徒
の
良
さ
】

自
己
肯
定
感
な
ど
非
認
知
能
力
が
高
い
。

素
直
で
純
真
。
友
だ
ち
と
仲
良
く
で
き
る
。

【
保
護
者
の
願
い
】

切
磋
琢
磨
に
よ
る
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
構
築

協
働
し
て
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
創
る
人
材
育
成

【
地
域
の
弱
み
】

過
疎
化
、
高
齢
化
、
優
秀
な
人
材
が
流
出
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
が
曖
昧
で
あ
る
。

【
児
童
生
徒
の
課
題
】

人
と
の
か
か
わ
り
ス
キ
ル
が
低
い
。

体
力
低
下
、
精
神
的
な
弱
さ
が
あ
る
。

【
保
護
者
の
不
安
】

学
校
統
合
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
喪
失

登
下
校
時
の
安
全
の
確
保

【
紫
波
東
学
園
教
育
目
標
】

自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
児
童
生
徒
の
育
成

～
豊
か
な
か
か
わ
り
合
い
に
よ
る
自
己
実
現
を
目
指
し
て
～

【
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
】

探
究
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
よ
り
よ
く
課
題
を
解

決
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
生
き
方
を
創
造
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

【
目
ざ
す
子
ど
も
像
】

・
課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
、
そ
れ
ら
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も

・
自
分
の
考
え
を
表
現
し
、
対
話
を
通
し
て
自
己
と
社
会
を
省
察
し
、
共
生
で
き
る
子
ど
も

・
郷
土
の
よ
さ
を
認
め
、
そ
れ
を
活
か
し
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も

令
和
○
○
年
度

紫
波
東
学
園

総
合
的
な
学
習
の
時
間

全
体
計
画
（
案
）

【
内
容
】
＜
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
と
探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力
＞

学
年

小
学
３
年
生

小
学
４
年
生

小
学
５
年
生

小
学
６
年
生

中
学
１
年
生

中
学
２
年
生

中
学
３
年
生

目
標
を
実
現
す
る
探
究
課
題

フ
ル
ー
ツ
大
好
き
大
作
戦

～フ
ルー

ツで
ふる

さと
を盛

り上
げよ

う～
紫
波
の
農
産
物
調
査
隊

～
美
味
し
い
食
材
を
さ
が
そ
う
～

み
ん
な
で
守
ろ
う

つ
の
環

～
森
、
水
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
～

安
心
・
安
全
・
安
住
の
地

紫
波

～
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
～

誰
も
が
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
創
造

～
多
様
性
に
目
を
向
け
て
～

見
つ
め
よ
う
！
自
分
を
地
域
を
社
会
を

～
自
己
実
現
を
目
指
し
て
～

私
た
ち
が
創
る
『
未
来
の
街
』

フ
リ
ー
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

例
）
実
は
す
ご
い
の
で
す
！
野
村
胡
堂
探
検
隊

も
っ
と
知
っ
て
よ
「
郷
土
芸
能
」

特
産
物
で
お
い
し
い
料
理
（
ス
イ
ー
ツ
）
レ
シ
ピ
づ
く
り

等

各
教
科
等
と
の
関
わ
り

【
社
会
】

・
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

【
理
科
】

・
植
物
を
育
て
よ
う

【
社
会
】

・
県
の
地
図
を
広
げ
て

・
わ
た
し
た
ち
の
県
の
ま
ち
づ
く
り

【
理
科
】

・
あ
た
た
か
さ
と
生
き
物

・
雨
水
の
ゆ
く
え
と
地
面
の
よ
う
す

・
自
然
の
な
か
の
水
の
す
が
た

【
社
会
】

・
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

・
未
来
を
支
え
る
食
料
生
産

・
国
土
の
自
然
と
と
も
に
生
き
る

【
理
科
】

・
天
気
を
予
想
し
よ
う

・
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き

【
家
庭
】

・
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

【
社
会
】

・ ・
世
界
の
中
の
日
本

【
理
科
】

・
大
地
の
つ
く
り
と
変
化

・
地
球
に
生
き
る

【
家
庭
】

・
衣
食
住
の
生
活

【
社
会
】

・
地
理
的
分
野
、
歴
史
的
分
野

【
理
科
】

・
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

【
英
語
】

・
教
科
全
般

【
技
術
・
家
庭
】

・
家
族
・
家
庭
生
活
（
家
庭
）

【
社
会
】

・
地
理
的
分
野
、
歴
史
的
分
野

【
英
語
】

・
教
科
全
般

【
社
会
】

・
公
民
的
分
野

【
理
科
】

・
地
球
と
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

【
英
語
】

・
教
科
全
般

【
技
術
・
家
庭
】

・
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
家
庭

探 究 課 題 の 解 決 を 通 し て 育 成 を 目 指 す 具 体 的 な 資 質 ・ 能 力

知 識 及 び 技 能

知
識

・
自
分
の
住
む
地
域
に
は
、
自
然
、
人
を
中
心

に
自
慢
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

て
い
る
。

・
地
域
に
は
多
様
な
産
業
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と

と
も
に
、
そ
の
産
業
と
自
分
た
ち
の
生
活
が
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
地
域
に
は
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
る
こ
と
を

知
る
と
と
も
に
、そ
の
環
境
を
保
全
す
る
人
々

や
組
織
が
存
在
し
、自
分
た
ち
の
生
活
と
の
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
現
状
や
町
の
防

災
の
現
状
を
知
る
と
と
も
に
、
復
興
や
防
災

と
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
の
高
齢
者
福
祉
等
の
現
状
が
分
か
る
。

・
地
域
の
高
齢
者
福
祉
等
と
自
分
と
の
関
わ
り

が
分
か
る
。

・
情
報
を
比
較
、
分
類
、
関
連
付
け
て
考
え
る

な
ど
、 探
究
の
過
程
に
応
じ
た
技
能
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
地
域
で
働
く
人
々
の
現
状
が
分
か
る
。

・
職
業
と
自
分
と
の
関
わ
り
が
分
か
る
。

・
情
報
を
多
面
的
に
見
る
、
考
え
を
具
体
化
す

る
な
ど
、 探
究
の
過
程
に
応
じ
た
技
能
を
身

に
付
け
て
い
る
。

・
町
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
取
組
に
関
わ
る

人
々
の
思
い
や
願
い
が
分
か
る
。

・
町
づ
く
り
と
自
分
と
の
関
わ
り
が
分
か
る
。

・
情
報
を
構
造
化
す
る
、
抽
象
化
す
る
な
ど
、

探
究
の
過
程
に
応
じ
た
技
能
を
身
に
付
け

て
い
る
。

技
能

◎
調
査
活
動
や
情
報
収
集
の
手
順
を
身
に
付
け
、
必
要
に
応
じ
て
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
調
査
活
動
や
情
報
収
集
、
表
現
活
動
の
手
順
や
方
法
を
身
に
付
け
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力

課
題
の
設
定

◎
自
分
の
関
心
か
ら
課
題
を
設
定
し
、
解
決
方
法
を
考
え
て
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
の
人
々
等
の
思
い
を
ふ
ま
え
て
課
題
を
設
定
し
、
解
決
方
法
や
手
順
を
考
え
、
見
通
し
を

持
っ
て
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
に
広
く
目
を
向
け
て
、
活
動
の
意
図
や
目
的
を
明
確
に
し
、
課
題
を
見
出
し
て
い
る
。

・
解
決
の
方
法
や
手
順
を
考
え
、
見
通
し
を
も
っ
て
計
画
を
立
て
て
い
る
。

情
報
の
収
集

◎
目
的
に
応
じ
た
対
象
を
決
め
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
目
的
に
応
じ
て
手
段
を
選
択
し
、
情
報
を
収
集
し
た
り
、
必
要
な
情
報
を
選
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
目
的
に
応
じ
て
手
段
を
選
択
し
、
情
報
を
収
集
し
適
切
な
方
法
で
蓄
積
し
て
い
る
。

・
他
者
の
意
見
や
課
題
解
決
の
方
向
性
か
ら
、
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
い
る
。

整
理
・
分
析

・
問
題
状
況
に
お
け
る
事
実
や
関
係
を
、
事
象
を
比
較
し
た
り
分
類
し
た
り
、
数
量
な
ど
で
客
観

的
に
比
較
し
た
り
し
て
、
特
徴
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
視
点
を
明
確
に
し
て
問
題
状
況
に
お
け
る
事
実
や
関
係
と
、
整
理
し
た
情
報
を
関
連
付
け
た

り
、
多
面
的
に
考
察
し
た
り
し
て
理
解
し
、
多
様
な
情
報
の
中
に
あ
る
特
徴
を
見
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
問
題
状
況
に
お
け
る
事
実
や
関
係
を
把
握
し
、
分
類
し
て
多
様
な
情
報
に
あ
る
特
徴
を
見
付
け
て
い
る
。

・
事
象
や
考
え
を
比
較
し
た
り
因
果
関
係
を
推
論
し
た
り
し
て
考
え
、
視
点
を
定
め
て
多
様
な
情
報
を
分
析
し
て
い
る
。

ま
と
め
・
表
現

・
相
手
に
応
じ
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
、
工
夫
し
て
ま
と
め
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
調
べ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
相
手
や
目
的
・
意
図
に
応
じ
て
論
理
的
に
表
現
し
て
い
る
。

・
国
語
科
や
外
国
語
科
等
で
身
に
付
け
た
技
能
を
活
用
し
て
表
現
し
て
い
る
。

・
学
習
の
進
め
方
や
仕
方
を
振
り
返
り
、
学
習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

学 び に 向 か う 力 、 人 間 性 等

主
体
性

・
課
題
の
解
決
に
向
け
て
目
的
意
識
を
も
ち
、
身
近
な
人
と
力
を
合
わ
せ
て
探
究
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
。

・
課
題
意
識
を
も
っ
て
、
自
分
な
り
の
方
法
を
工
夫
し
た
り
、
他
者
と
協
働
し
た
り
し
な
が
ら
探

究
活
動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
。

◎
自
分
の
意
思
で
目
標
を
持
ち
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
探
究
活
動
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

協
働
性

◎
自
他
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
協
力
し
て
問
題
の
解
決
に
向
け
た
探
究
活
動
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

自
己
理
解

・
自
分
の
良
さ
や
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
、
自
分
と
異
な
る
意
見
や
考
え
が
あ

る
こ
と
に
気
付
き
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

・
探
究
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
生
活
を
見
直
し
、
自
分
の
特
徴
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
と
も

に
、
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
尊
重
し
よ
う
と
す
る
。

◎
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
生
活
及
び
地
域
と
の
関
わ
り
を
見
直
し
、
自
分
の
特
徴
や
良
さ
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

他
者
理
解

◎
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
、
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
尊
重
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

将
来
展
望
・
社
会
参
画
・
自
分
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
気
付
き
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
。

・
探
究
活
動
を
通
し
て
、
自
分
と
実
生
活
・
実
社
会
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
。
◎
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
、
進
ん
で
実
社
会
・
実
生
活
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
の
活
動
に
参
加
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

【
進
学
校
と
の
連
携
】

【
地
域
と
の
連
携
】

・
中
学
校
ま
で
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

・「
紫
波
東
地
区
地
域
人
材
バ
ン
ク
」
の
活
用

目
標
、
内
容
、
年
間
指
導
計
画
等
及
び
育

・
地
域
の
行
事
、
伝
統
芸
能
な
ど

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
提
供

・
行
政
、
図
書
館
、

な
ど
関
連
団
体

【
学
習
評
価
】

・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た
評
価
の
充
実
を
図
る
。

・
観
点
別
学
習
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
評
価
規
準
を
設

定
す
る
。

・
個
人
内
評
価
を
重
視
す
る
。

・
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
充
実
す
る
。

・
授
業
分
析
に
よ
る
学
習
指
導
の
評
価
を
重
視
す
る
。

・
期
末
、学
年
末
に
は
指
導
計
画
を
評
価
・
改
善
し
、次
年

度
の
計
画
に
生
か
す
。

【
学
習
活
動
】

・
児
童
生
徒
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
探
究
課
題
を
設
定

し
、
９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
活
動
を
推
進
す
る
。

・
地
域
の
ひ
と
、
も
の
、
こ
と
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を

行
う
。

・
１
・
２
学
期
は
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
学
期

は
フ
リ
ー
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。

・
学
習
成
果
を
表
現
す
る
場
と
し
て
、
毎
学
期
末
に
発
表

会
、
交
流
会
等
を
行
う
。

【
指
導
方
法
】

・
児
童
生
徒
の
課
題
意
識
を
連
続
発
展
さ
せ
る
支
援
と
工

夫
を
行
う
。

・
個
に
応
じ
た
指
導
の
工
夫
を
行
う
。

・
体
験
活
動
を
重
視
す
る
。

・
各
教
科
等
と
の
関
連
を
重
視
し
た
指
導
を
行
う
。

・
言
語
に
よ
り
整
理
・
分
析
し
た
り
、
ま
と
め
・
表
現
し

た
り
す
る
学
習
を
重
視
す
る
。

・
協
働
的
な
学
習
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

【
指
導
体
制
】

・
小
中
教
員
相
互
の
連
携
を
図
り
、
全
校
で
の
指
導
体
制

を
組
織
す
る
。

・
地
域
学
校
協
働
チ
ー
ム
に
よ
る
学
校
内
外
の
連
絡
調
整

を
図
る
。
地
域
人
材
バ
ン
ク
の
活
用
、
補
充
等

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修
を
重
視
す
る
。

・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
整
備
・
充
実
。

・
発
達
段
階
に
応
じ
た
、育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・

能
力
の
重
点
化
（
◎
太
字
）
を
図
る
。
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7｢総合的な学習の時間」と ｢道徳」に関する小中一貫モデルカリキュラムの開発

れを利用し、いつ、誰と、どのように交流するの
か具体的に計画することで、相手意識をもったよ
り具体的な提案や発表ができると考える。また、
地域の新聞や広報などを積極的に活用し、学校で
の学びを地域へ確実に広げるようにしていきたい。 

　最後に、紫波東学園における総合的な学習の時
間のカリキュラムの実施には、教員自身が紫波町
の良さを理解し、人材育成に関わっていくという

意識をもって実践に取り組むことが重要となる。
また、他教科との関わりや各学年のテーマの系統
性、小中連携によるより深い児童生徒理解など、
計画的なカリキュラムの実施は、教員の資質能力
に頼る部分が多い。教員自身が自ら学び、考え、
そして、児童生徒と共に成長していこうとする姿
こそ、総合的な学習の時間の目標を達成させる大
きな要因であることは間違いない。 （文責：小原

多様な考えを持つ

異年齢集団の中

で、集団を取りま

とめ、今までの学

習を活かして課題

解決する。 

他学年の意見や

自分の関心など

の多様な考え・

情報を整理・分

析し、探究活動

に取り組む。 

総合的な学習の時間 年間指導計画例（レインボープロジェクト ５０時間程度） フリー探究（２０時間程度） 

 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

第
３
学
年 

単元名 私たちが創る『未来の街』 

 

重点活動 ・修学旅行 
・姉妹都市との交流、被災地との交流 

・紫波町議会への提案 
・紫波町議会の傍聴 

育成を目

指 す 資

質・能力 

【態度】 
・自分の意思で目標を持ち、課題の解決に向

けた探究活動に取り組もうとしている。 

【態度】 
・町議会への参加、傍聴等を通して、進んで実社会・

実生活の問題の解決に取り組むとともに、積極的に

地域の活動に参加しようとしている。 
各教科等

との関連 
【社会】公民的分野 【道徳】社会や公共のために役立つ、公正・公平な態度で 
【理科】地球と私たちの未来のために 【家庭】持続可能な社会の実現 

第
２
学
年 

単元名 見つめよう！自分と地域と世界と ～自己実現を目指して～ フ
リ
ー
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

重点活動 ・産業別職業講演会 
 

・職場体験 
・働き方を考えよう 

育成を目

指 す 資

質・能力 

【思・判・表】 
・調べ考えたことをまとめ、相手や目的・意

図に応じて論理的に表現している。 

【態度】 
・自分の生活及び地域との関わりを見直し、自分の特

徴や良さを理解しようとしている。 

各教科等

との関連 
【社会】地理的分野、歴史分野 【英語】教科全般  
【道徳】自ら考え、責任を持つ・我が国のことを考える 

第
１
学
年 

単元名 誰もがよりよく暮らせる社会の創造 ～多様性に目を向けて～ 
重点活動 ・多様性についての講演会 

・認知症講座 
・福祉ボランティア体験 
・社会福祉協議会への提案 

育成を目

指 す 資

質・能力 

【思・判・表】 
・事象や考えを比較したり、因果関係を推論

したりして考え、視点を定めて多様な情報を

分析している。 

【態度】 
異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重しようとして

いる。 

各教科等

との関連 
【家庭】家族・家庭生活 【道徳】国際理解、国際貢献 
【理科】いろいろな生物とその共通点 【英語】教科全般 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第
６
学
年

単元名 安心・安全・安住の地 紫波 ～自分の命は自分で守る～

フ
リ
ー
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点活動 ・被災地訪問

・防災＆サバイバルキャンプ

・防災マップ作り

育成を目

指す資質・

能力

【思・判・表】

・視点を明確にして問題状況における事実や関係と、整理した情報を関連付けたり、多面的に考察し

たりして理解し、多様な情報の中にある特徴を見付けることができる。

・相手や目的、意図に応じ、工夫してまとめ、表現することができる。

各教科等

との関連

【国語】・調べた情報の用い方 ・私たちにできること 【社会】・世界の中の日本

【理科】・大地のつくりと変化 ・地球に生きる 【家庭】・衣食住の生活

第
５
学
年

単元名 みんなで守ろう つの環 ～森、水、資源、エネルギー～

重点活動 ・森林学習

・水生生物調査

・ゴミ減量運動

・クリーンエネルギー講座

育成を目

指す資質・

能力

【思・判・表】

・視点を明確にして問題状況における事実や関係と、整理した情報を関連付けたり、多面的に考察した

りして理解し、多様な情報の中にある特徴を見付けることができる。

各教科等

との関連

【国語】・きいて、きいて、きいてみよう ・みんなが過しやすい町へ ・あなたはどう考える

【社会】・日本の国土とわたしたちのくらし ・未来を支える食料生産 ・国土の自然とともに生きる

【理科】・天気を予想しよう ・流れる水のはたらき

第
４
学
年

単元名 紫波の農産物調査隊 ～おいしい食材を探そう～

重点活動 ・農家のお話を聞く会

・食育講座

・農業体験

育成を目

指す資質・

能力

【知・技】

・調査活動や情報収集の手順を身に付け、必

要に応じて発揮することができる

【思・判・表】

・目的に応じた対象を決め、自分たちの身近

なところから情報を集めることができる。

【思・判・表】

・自分の関心から課題を設定し、解決方法を考えて追

及することができる。

各教科等

との関連

【国語】・聞き取りメモのくふう ・考えと例 ・新聞を作ろう ・調べて話そう、生活調査隊

【社会】・県の地図を広げて ・わたしたちの県のまちづくり

【理科】・あたたかさと生き物 ・雨水のゆくえと地面の様子 ・自然のなかの水のすがた

第
３
学
年

単元名 フルーツ大好き大作戦 ～フルーツでふるさとを盛り上げよう～

重点活動 紫波フルーツパーク、各地区産直見学 果物収穫体験

育成を目

指す資質・

能力

【知・技】

調査活動や情報収集の手順を身に付け、必要

に応じて発揮することができる。

【思・判・表】

目的に応じた対象を決め、自分たちの身近な

ところから情報を集めることができる。

【思・判・表】

自分の関心から課題を設定し、解決方法を考えて追及

することができる。

各教科等

との関連

【国語】・もっと知りたい、友だちのこと ・仕事のくふう、見つけたよ

【社会】・はたらく人とわたしたちのくらし 【理科】・植物を育てよう
 

自己の関心と

収集した情報

を整理・分析

し、目的に応

じたまとめ・

表現をする。

他者の考え

のよさや特

徴 を 見 つ

け、整理・分

析し、課題

解決に取り

組む。 

積極的に話

し合いに参

加し、自分

の考えを表

現する。 

地域に関心

を持ち、探究

することの

楽しさを感

じる。 

表２

私たちが名．る「末来の街J
I 

見つめよう! 分と地域と世界とヘ・ピ?.実呪を目指して～

詐もがよりで; く者．ら翌る社会の貪l唸～多栄性に［三を向i'J て～

安1';, 安1主の地紫沙～自分の命ば自分で守る～

ロプDiト

[07みんなで守らう 4つの炭＾滋森、水、資訊 J ネルギ、．． ~. 

庫の長産が椛査認～為いしい食限を探そう～

フルーツ大きブ又,: 竺餃，,,、フ}/ーツでふるさ rを盛り上if こう～

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ロ
ロ



8 田代高章・坂本有希・小原義幸・細川貴史・安藤颯・太田絵理・根水涼雅・大谷寛子・鈴木智行・伊藤玲杏・本宮綾華

義幸，細川貴史，安藤 颯，太田絵理，根水涼雅）
（２）「道徳」について

（１）現状

　学校教育は子どもたち一人一人の人格の完成を
目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者と
して必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の
育成を期して行われるものである。人格の完成及
び国民の育成の基盤となるものが道徳性であり、
その道徳性を育てることが、学校教育における道
徳教育の使命である。
　平成25（2013）年12月に出された「道徳教育の
充実に関する懇談会」の報告『今後の道徳教育の
改善・充実方策について』では、道徳教育につい
て「自立した一人の人間として人生を他者ととも
により良く生きる人格を形成することを目指すも
の」３）と述べられている。道徳教育においては、
人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を基に、
人が互いを理解し、協力し合いながら社会を形成
する中で共通に求められるルールやマナーを学
び、規範意識などを育むとともに、人としてのよ
りよい生き方について、考えを深め、自らの生き
方を育んでいくことが求められる。
　昨今のグローバル化、知識基盤社会の到来、少
子高齢化の進展、情報化社会の飛躍的進化等に対
応していくためには、多様な価値観の存在を認識
しつつ、自ら感じ、考え、他者と対話し協働しな
がら、よりよい方向を目指す資質・能力を備える
ことがこれまで以上に重要視される。今後は、こ
うした資質・能力の育成に向け、道徳教育は大き
な役割を果たす必要がある。
　学校教育において道徳教育は、これまで「道徳
の時間」を要として学校教育の教育活動全体を通
して行うものとされてきたが、道徳教育における
基本的な考え方は今回の改正で道徳の時間が「特
別の教科である道徳」（以下、道徳科とする）となっ
ても変わることはない。
　今回の改正（特別教科化に関しては、小学校：
平成３０年４月、中学校：平成３１年４月に改正）
は、道徳科の時間的確保と質的転換を目指し、「発
達段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題

を一人一人の児童生徒が自分自身の問題と捉え、
向き合う「考える道徳」、「議論する道徳」へと転
換を図るもの」４）である。
　紫波町では、平成30年度文部科学省全国学力・
学習状況調査において、「学校のきまり（規則）
を守っている」や「いじめはどんな理由があって
もいけないことだと思いますか」に対して、肯定
的に答えた児童生徒の割合は、全国を上回ってい
る。しかし、「自分にはよいところがあると思い
ますか。」や「人の役に立つ人間になりたいと思
いますか。」の項目では、肯定的な回答が全国を
下回ったり、ほぼ同じ数値に留まったりしている。
この結果から、紫波町の児童生徒は、自尊感情・
自己肯定感が高く、自他を尊重することや、思い
やりをもって行動することの大切さについては理
解していると思われる。一方で、問題行動は、全
国平均並みの出現率で推移していることから、道
徳的心情と道徳的実践力との隔たりについて課題
が伺える。
　さらに紫波町では、小中学校で伸ばしたい資
質・能力について「A.他者との関りで必要とな
る資質・能力（思考力・判断力・表現力等）」、「B．
自分自身の生き方の基本となる資質・能力（主体
性・意欲・多様性・協調性等）」、「C．すべての
基礎・基本となる資質・能力（知識・理解・技能・
心身の健康等）」の3本柱を定めている。その中で
も、「A.他者との関りで必要となる資質・能力（思
考力・判断力・表現力等）」の育成が多様化する
社会や、グローバル社会を生きていくためには重
要な課題であることに着目している。小中一貫校
としてその歩みを始める紫波東学園にとっては、
まさに他者との関りの中で思考し、表現し合うこ
とで相互理解し合いながら、自己調整能力や判断
力を養う場が保障されることとなる。そのとき、
道徳教育を通じて育成される内省しつつ物事の本
質を考える力や何事にも主体性をもって誠実に向
き合う意志や態度、豊かな情操などは「豊かな心」
だけでなく、「確かな学力」や「健やかな体」の
基盤ともなり、「生きる力」を育むために極めて
重要である。また、紫波町民憲章にも掲げられる
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「自然との共生」「法令順守・規範」「教養・学習」
「交流」を推進するためにも、道徳教育の充実は
喫緊の課題であると捉えた。
　よって、紫波東学園では、個人が直面する様々
な状況の中で、そこにある事象を深く見つめ、自
分はどうすべきか、自分には何ができるのかを判
断し、そのことを実行する手立てを考え、実現で
きるようにしていくために集団の中で共に考え、
理解し合い、多面的多角的な思考力・判断力・表
現力等をより一層伸ばすことで、それらの学びを
人生や社会に活かそうとする資質・能力を育むこ
とを目指したいと考える。
（２）カリキュラム開発の視点

　前項の実態と、紫波町の小中一貫教育の目標「郷
土を愛し、未来を切り拓く児童生徒の育成」のも
と、道徳教育全体計画を作成した。
　まず、道徳教育の目標として、「自ら考え、他
者や社会とのかかわり合いを通して、よりよい生
き方を考える児童生徒の育成」を掲げた。これは、
道徳科を道徳教育の要として学校の教育活動全体
を通じて児童生徒が道徳的問題について主体的に
考え、他者や社会とのかかわり合いの中で思いや
考えを広げたり、深めたり、他者を理解しようと
努めたりしながら、それらを目的や状況に応じて
判断したり筋道を立ててより分かりやすいように
表現したり、他者の立場に寄り添った表現の仕方
をしたりする資質・能力を高め、自立した人間と
して他者と共によりよい生き方を選択できる人材
の育成に寄与したいと考えたものである。そして、
紫波東学園の教育目標の中に掲げている「自己実
現」の具現化には、道徳科における「希望と勇気　
努力（克己）と強い意志（A）」、「相互理解、寛
容（B）」、「集団生活の充実（C）」、「生命の尊さ（D）」
が担う役割が大きいと考え、重点指導項目とした
ことに加えて、前述した通り、紫波東学園では多
様化する社会や、グローバル社会を生きていくた
めに「他者との関りで必要となる資質・能力（思
考力・判断力・表現力等）」の育成を重要視して
いることを考慮し、「相互理解、寛容（B）」を最
重点指導項目とした。発達段階に応じた目標を設

定する際には、初めに、ローレンス・コールバー
グの「道徳性発達理論」の道徳性の発達の6段階
を参考に、紫波東学園での発達段階の枠組みとし
て用いている「基礎・基本習得期」「進化・成長期」
「完成期」に当たる道徳性の発達段階を捉えた。
続いて、これに学習指導要領で定めている内容項
目ごとに示された学年段階ごとの指導の要点を合
わせて、発達段階に応じた目標を提示し、９年間
の系統性をより明確に示した。これにより、紫波
東学園が目指す児童生徒の「自己実現」を具現化
するためのゴールの姿として「より高い目標に向
かい、他者を理解し、尊重し合いながら、よりよ
い生き方を選択し、実現する力」を育んでいくた
めの発達段階に合わせた指導の充実を目指すこと
が可能になると考えた。
　道徳性を養うために行う道徳科は、道徳的価値
の理解を基に、自己を見つめ、物事を（広い視野
から）多面的・多角的に考え、自己の（人間とし
ての）生き方についての考えを深める学習である。
こうした道徳科が道徳教育の要として各教科等で
の学びを補い、深め、相互の関連を捉え発展・統
合していくものとして共有することで、児童生徒
にとって、自己と他者や社会とをつなげて考え、
自己実現に向けて見通しをもって学ぶことにつな
がると考える。
　以上のことから、道徳科の「希望と勇気　努力
（克己）と強い意志（A）」、「相互理解、寛容（B）」、
「集団生活の充実（C）」、「生命の尊さ（D）」をベー
スに道徳性を育んでいけるよう、教育活動全体を
通した教科横断的なカリキュラム開発を行った。
（３）モデルカリキュラムの提案とその特徴

　紫波東学園の実態を踏まえたカリキュラム提案
として、小中9年間を視野に入れた道徳教育のグ
ランドデザイン（図表１）、道徳教育のイメージ
図（図表２）、単元活動例（図表３）を作成した。
　それぞれの特徴については、以下に挙げる。
　まず、道徳教育グランドデザインでは、３点の
工夫をした。１点目は、前述した理由から重点指
導項目に絞って提示することによって、９年間の
系統性をより明確に示した点である。紫波東学園
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図表１　【道徳教育のグランドデザイン】

自己実現と道徳教育
【重点指導項目】

基礎基本期 深化成長期 完成期
復興教育

小１～小４ 小５～中１ 中２～中３

A自分自身に関する
○困難にあっても、最後まで
ねばり強くやり抜く
児童生徒の育成

【希望と勇気、努力と強い意志】

〇自分でやろうと決めた
目標に向かって、

ねばり強くやり抜くこと。

〇より高い目標を立て、
希望と勇気をもち、困難が
あってもくじけすに
努力してやり抜くこと。

〇より高い目標を設定し、
その達成を目指し、
希望と勇気をもち、
困難や失敗を乗り越えて
着実にやり抜くこと。

小低：なかよし登校（いきる⑤）
小低：子どもたちをすくった通路（かかわる⑩）
小高：奥州市からとびたった大谷翔平選手

（いきる④）
小高：ホッケーの町 岩手町（かかわる⑩）
中学：銭形平次の生みの親 野村胡堂（いきる④）
中学：自分たちでの復興－かまいしキッチンカー

プロジェクトー（かかわる⑬）

B人との関わりに関する
◎自分の考えをもつとともに、
相手の考えも尊重する
児童生徒の育成
【相互理解、寛容】

◎自分の考えを相手に
伝えるとともに、

相手の考えを理解し、
大切にすること。

◎自分の考えや意見を相手に
伝えるとともに、謙虚な心を
もち、広い心で異なる意見や
立場を尊重すること。

◎自分の考えや意見を相手に
伝えるとともに、それぞれの個性や
立場を尊重したり理解したりしながら、
寛容の心をもって謙虚に他に学び、

自らを高めていくこと。

小高：目に見えない「心の思い」を話してみよう
（いきる⑥）

中学：ドイツ友好都市との交流（かかわる⑨）
中学：興田中学校応援団「シイタケ王国」の復活を

願う（かかわる⑨）
中学：英語教育の町 金ヶ崎（かかわる⑩）

C集団や社会との関わり
○広い心で他者と接し、

互いに協力し合ってよりよい学校
生活を築いていく児童生徒の育成

【よりよい学校生活、
集団生活の実現】

〇先生や学校の人々を
敬愛し、みんなで
協力し合って

楽しい学級や学校を
つくること。

〇先生や学校の人々を敬愛し、
みんなで協力し合って楽しい
学級や学校をつくるとともに、
様々な集団の中で自分の役割を
自覚して集団生活の充実に

努めること。

〇教師や学校の人々を敬愛し、
学級や学校の一員としての自覚をもち、
協力し合ってよりよい校風をつくると

ともに、様々な集団の意義や
その中での役割と責任を自覚して
集団生活の充実に努めること。

小高：さまざまな分野で活躍した盛岡の先人たち
（いきる⑤）

小高：ふだんの生活に根付いている盛岡の先人教育
（いきる⑤）

中学：「かるまい学」でふるさとを知る・学ぶ・
活かす（かかわる⑨）

中学：過去から継がれたこの路を未来に繋ぐこの路
をー野田村の太陽たちー（かかわる⑩）

D生命や自然、
崇高なものとの関わり
○自他の生命を尊重する
児童生徒の育成
【生命の尊さ】

〇生きることの
素晴らしさを知り、
生命あるものを
大切にすること。

〇生命が多くの生命の
つながりの中にあるかけがえの
ないものであることを理解し、
生命を尊重すること。

〇生命の尊さについて、
その連続性や有限性なども含めて
理解し、かけがえのない生命を

尊重すること。

小低：「あの日」をずっとつたえるために
（そなえる⑮）

小低：そなえることを学ぶ場所（そなえる⑳）
中学：あなたの中に生きているー田野畑中学校

文化祭ー（かかわる⑫）

特別活動
他者の考えを聞いたり、自らの考えを伝えたりする問題解決的な
話し合い活動の積み重ね、思考力・判断力・表現力を育む。

集団と個の関係を理解し、集団の中での自己の役割を考え、実践する。

総合的な学習の時間
小学校では、地域素材と各教科で学んだことを結び付け、

探究的に学んでいく力を育む。
中学校では、小学校の学びに加え、自らの資質・能力を理解し、

人生設計できる能力を育む。

紫波町における小中一貫教育の基本方針

郷土を愛し、未来を切り拓く児童生徒の育成

紫波東学園の教育目標

自ら未来を切り拓く児童生徒の育成：豊かなかかわり合いによる自己実現を目指して

紫波東学園における道徳の目標

自ら考え、他者や社会とのかかわりを通して、よりよい生き方を考える児童生徒の育成

紫波東学園 小中一貫道徳教育グランドデザイン

個人の能力や強みを発揮し(A)、充実感や感謝、達成感といった前向きな感情を獲得し(D)、自分と他者(B)、また社会とのつながりとの中でバランスを保った生き方(C)ができること

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領

岩手県教育振興基本計画
紫波町小中一貫基本方針

時代や社会の要請
「生きる力」主体的・対話的で深い学び

児童生徒の実態
○明るく素直基礎基本の定着思いやり
●主体性・積極性人との関わり
保護者や地域 教師の願い
郷土を愛し岩手を担う子自己主張できる子
安心安全で楽しい学校生活
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小・中学校における道徳教育と資質・能力
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: 「学びに向かう力、人間性」 ， 
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「学びに向かう力、人間性」に係る個人内評匝 l 

（文部科学省 教育課程部会 教育課程企画特別部会 資料） 参考）
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が目指す児童生徒の「自己実現」を具現化するた
めに、発達段階に合わせた指導の充実を目指した
ものである。
　２点目は、教科等横断的なクロスカリキュラム
の視点である。道徳教育は、道徳科を要としなが
ら全教育課程で行われるものであるが、特にも特
別活動や総合的な学習の時間での体験活動や問題
解決的な学習で行われた指導を補ったり、深めた
り、まとめたりするなどの役割を果たす道徳科の
特質を踏まえ、ねらいに含まれる道徳的価値の側
面から他の教育活動との関連を把握し、それを生
かした授業を工夫できるよう示した。
　３点目は、重点的指導の工夫についてである。
『学習指導要領解説　特別の教科　道徳編』にお
いても重点的な指導を工夫することの大切さが示
され、内容項目についての扱いの工夫が求められ
ている。そこで、岩手の復興教育と関連させなが
ら学びが深まるよう、関連する資料を明示し、児
童生徒の生き方の選択肢が広がるよう示した。
　次に、道徳教育のイメージ図についてである。
紫波東学園では、発達段階で伸ばしたい資質・能
力モデルにおける思考力・判断力・表現力・自制
心について、児童生徒の「生きる力」を育むため

の教育環境の在り方として具体的な方向性を示し
ている。このことを鑑み、道徳教育としてもそれ
らを位置づけ、さらに、発達段階に合わせて「自
ら考え、他者や社会とのかかわりを通して、より
よい生き方を考える」ことを意欲化⇒行動化⇒習
慣化していけるよう示し、児童生徒が9年間の見
通しをもって学び、自己の成長を実感できるよう
示した。
　最後に、単元活動例についてである。前述した
通り、学習指導要領では、道徳科が道徳教育の要
として，補充，深化，統合の役割を果たすことが
できるよう，計画的，発展的な指導を行うことが
大切であると示されている。いわば，扇の要のよ
うに道徳教育の要所を押さえて中心で留めるよう
な役割を持つイメージとなる。各学年の道徳教育
において，それぞれの内容項目が十分に扱われて
いるものとそうでないものが出る可能性がある。
補充とは、取扱いが不十分な内容項目について，
それを道徳科で補うこと意識することである。 

また、各教科等における道徳教育は，それが主た
る目標ではないため，掘り下げが十分とは言えな
い。深化とは、児童生徒の実態を踏まえ，授業で
扱う内容項目の指導を，道徳科でより一層深める

図表２　道徳教育のイメージ図
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ことを意識することである。そして、各教科等に
おける道徳教育で様々な体験をしていたとして
も，それらの相互の関連までは意識しないまま過
ごしてしまうことがありあり得る。統合とは、授
業で扱う内容項目に関わる様々な道徳的価値につ
いて，道徳科で関連を捉え直したり，自分なりに

発展させたりすること意識することである。本活
動例では、道徳科の前後に道徳教育に関連する活
動を示した。さらに児童会や生徒会活動等で取り
組んだ活動を家庭や地域などに広げ、継続的に実
践できるよう地域や家庭等から活動状況へのアン
サーを頂くことで、道徳的心情と道徳的実践力と
の隔たりを埋められるような単元活動のイメージ
を図化しその一例を示した。また、評価について
も道徳的実践力に結びつくよう、道徳科を要にし
た全教育活動で行う評価の枠組みを共有できるよ
う示した（図表４）。また、具体化する際の例を

示し、紫波東学園が課題としている道徳的心情と
道徳的実践力との隔たりを埋める一助とした。
（４）課題

　今回、紫波東学園が抱えている課題に対応すべ
く方法の一つとして、道徳的心情と道徳的実践力
との隔たりを埋めるための手立てについて提案し

た。実践に取り入れるとなれば、指導方
法の工夫・改善のみにとどまることな
く，学びの連続性、系統性を意識しての
実施に向けるための教員の研修時間の
確保が求められる。加えて、地域や家庭
を巻き込んで児童生徒の実践力につな
げることを狙っているため、そのねらい
を発信し、協力を仰ぐ方策が必要である
が、今回はそうした提案にまでは至らな
かった。
　また、道徳科の指導時間は、年間35時
間と定められており、その中で小学校低
学年が19項目、中学年が20項目、高学年

と中学生が22項目の価値項目について指導するこ
とが定められている。これらを充足しつつ、重点
指導項目に掲げた内容を強化するためには、指導
計画を吟味する必要があるが、その具体について
は、今回示すことができていない。
　今回は、小中一貫教育としての発達段階を考慮
した道徳教育や、他の教科においても道徳教育を
意識して、教育活動全体を通じて、道徳教育を推
進していくことを意識したカリキュラム開発の具
体例を示した。
（文責：鈴木智行・大谷寛子・伊藤玲杏・本宮綾華）

４　考察

　本研究で提案する二つのモデルカリキュラムに
対し、紫波町教育委員会の侘美教育長から以下の
御意見を頂戴した。
（１）総合的な学習の時間について

○紫波町の課題や現状が理解され、よく考えられ
たグランドデザインである。
○総合で身に付けるべき資質・能力を浮き彫りに

図表３　【単元活動例】

図表４　【道徳教育の評価の枠組み】
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し、教育目標との整合を図っている。
○ OECDの「変革を起こす力のあるコンピテン
シー」の具体化が興味深い。

○レインボープロジェクト及びフリー探究プロ
ジェクトの２系統により教材群が多彩になって
いる。

○紫波東地区地域人材バンクの発想がユニークで
ある。

●目標に対応し、スパイラルに資質・能力を身に
付けさせるためにも、学年又は学団毎の通過ポ
イント（評価ポイント）の確認が望まれる。

● ICT活用も含めたポートフォリオ評価の開発が
急務である。

●年間活動計画について「・・になろう」「・・・
を発表しよう」レベルでは評価対象になりにく
いので、指導目標と活動をセットにし、７年間
の見取り図の検討が必要。

●汎用性を高めるために、別の教材群を当てはめ
ても総合学習のねらいが達成されるカリキュラ
ム編成の検討も必要となる。

（２）道徳について

○紫波町の課題や現状が理解され、よく考えられ
た全体計画である。

○紫波町の一貫教育方針の具体化が構想されてい
る。

○グランドデザインにおいて目的やねらいに対応
する行動目標が９年間のスパンでよく構造化さ
れている。復興教育の視点も大いに参考となる。

○重要指導事項に自己実現の視点を端的にあらわ
している。

○ゴールバーグの道徳性発達理論と小中一貫教育
の整合を図っており、とても参考になる。

●年間35時間×9学年の指導計画及び特別な教科
としての評価計画の具体化が急務である。

● ICT活用も含めたポートフォリオ評価の開発が
急務である。

●何よりも社会生活における児童生徒の道徳的実
践力の向上を常に意識したい。

　教育長も述べられているように、両モデルとも
当地域の実態を踏まえ、小中９年間を見据えた提

案となっている。学びの系統性や連続性を意識し
て重点や活動内容が示され、色使いなどデザイン
の視認性にも工夫が見られる。また、いわての復
興教育や他教科等との関わりが明記され、教科横
断的な視点からも検討されており、教員が発展的
に活用できるモデルとなっている。一方、両モデ
ルとも地域との連携を課題として挙げている。今
後、新設校のコミュニティ・スクール等の動向に
も注視していく必要がある。 （文責：坂本有希）

５　本研究の成果と課題

　校種間を接続するカリキュラムを開発すること
は、将来の主権者である子どもたちにとって、学
校教育を通じてどのような力が形成されうるの
か、その見通しを、校種を超えて教師自身が持つ
ためにも必要不可欠といえるのではないだろう
か。目の前の授業や教育活動における目標を明確
にすることはこれまでも行われてきたことである
が、一方で、遠い見通しとして将来の社会を見据
えながら、子どもたちが自ら人生を切り拓き、こ
れからの社会を自分たちで創造できるような力を
育成するために、今、教師として何ができるかを
鳥瞰的な視点で持つことが、今回改訂の学習指導
要領で特に強調されることでもある。例えば、「社
会に開かれた教育課程＝より良い学校教育を通じ
てより良い社会を創る」、育成をめざす「資質・
能力」の強調、校種接続・教科横断的な視点、日
常生活や社会とのつながりの重視など、一人の人
間としての子どもの成長発達の全体との関連での
学校教育のあり方が問われている。
　今回のカリキュラム提示は、「総合的な学習の
時間」と「道徳」を念頭に置いているが、各教科
の重要性ももちろんであるが、人間としての生き
方や他者との関わり方、人やモノ・コトに対する
見方や考え方など、これからの多様な社会を見据
えた場合、いずれの提案も地域性の特性（対象は
紫波町東部地区）と地域の子どもの実態を踏まえ、
それに即したカリキュラムの提案となっている。
また、総合的な学習グループの提案は、現在で
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は SDGｓとの関わりで各学校とも単元開発が
進む中、それとも関連して、PISA調査で日本
の教育の在り方に大きな影響を与えたOECDの
Education2030プロジェクトの動向も踏まえ、誰
もが人間として尊重される多様性の時代に求めら
れる協働探究的な活動を学年共通に位置づけてい
る点も大きな特色である。
　道徳グループも、これまでの徳目や価値の教え
込みになりがちであった道徳からの脱却の動きも
踏まえ、地域（紫波町東部地区）の実態に即して、
子どもたちに育む資質・能力における他者とのか
かわりの位置づけ、各教科等との関連、道徳評価
への配慮など、認識と行動の乖離を克服する道徳
カリキュラムを追究しようとしている。めざす大
きな目標が固まれば、それに応じて価値多様化の
時代に相応しい、方法としての「考え議論する道
徳」の実現（教材の扱いと多様性、道徳対話のあ
り方など）にもつながるであろう。関連して、例
えば、お茶の水女子大附属小学校の「てつがく」
や新しい教育課程「てつがく創造活動」の実践も、
公立学校とは異なる教育課程とはいえ、考え議論
する道徳を実践化する際の参考になるであろう。
　最後に、今回のカリキュラム提案は、地域の学
校を支援する役目も有しているが、いずれ、自ら
の教員として応用実践いただきたい。もちろん、
カリキュラムづくりは、これからの社会を変革し
うる力のある子どもの育成のための手段であっ
て、カリキュラムづくり自体が自己目的化しては
本末転倒である。子どもたちにとって、何が必要
か、子どもとともに、地域の人々や、多様な多く
の人々とともに、よりよい教育のあり方を絶えず
追究し続けていかねばならない。
　　　　　　　　　　　　　（文責：田代高章）
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